
 

日
時

：
1
0
月

1
4
日

の
満

月
の

日
か

、
前
後
日

 

場
所

：
峰

町
峰

町
峰

町
峰

町
の

海
神

神
社

の
海

神
神

社
の

海
神

神
社

の
海

神
神

社
 

場
所

：
仁

位
の

和
多

都
美

仁
位

の
和

多
都

美
仁

位
の

和
多

都
美

仁
位

の
和

多
都

美
神

社
神

社
神

社
神

社
 

 （
※

）
1
0
月
2
2
日
は

宮
中
宮

殿
で
即

位
の

大
礼

が
執

り
行

わ
れ
ま

す
。
 

 
宮

殿
の

正
殿

松
の

間
に

据
え

ら
れ
た

高
御

座
に

新
天

皇
陛

下
、
御

帳
台

に
新

皇
后

陛
下

が
お

座
り

に
な

ら
れ

、
即

位
を

宣
言
さ

れ
ま

す
。
 

   ■
御

祈
願

の
趣

旨
■
 

 
御

皇
室

の
弥

栄
と

日
本

各
地

の
宮
司

様
の

弥
栄

を
祈

り
、

世
界
の

平
和

を
祈

念
し

、
そ

う
い

う
活

動
を

支
え

ら
れ

る
地

域
経
済

の
繁

栄
を

願
い

ま
す

。
 

 
宮

司
様

に
大

祓
祝

詞
を

奏
上

し
て
い

た
だ

き
、

参
列

者
で

教
育
勅

語
を

奉
唱

し
ま

す
。
 

 ■
「

月
の

光
奉

賛
会

」
と

は
■
 

 
「

月
の

光
奉

賛
会

」
と

は
、

日
本
神

話
の

源
流

を
な

す
伊

邪
那
岐

命
と

伊
邪

那
美

命
の

国
生

み
の

島
々

、
神

話
に

由
来

す
る
島

々
を

顕
彰

す
る

奉
賛

会
で
す

。
代

表
を

務
め

る
成

田
亨

は
、
平
成
7
年
（
1
9
9
5
年

）
の
阪

神
淡

路
大

震
災

以
降

、
家
族

で
日

本
各

地
の
1
5
0
0

カ
所

以
上

の
神

社
を

参
拝

し
て

き
ま
し

た
。
 

 
御

神
職

の
方

々
の

そ
の

先
に

は
、
天

皇
陛

下
が

お
ら

れ
る

も
の
な

の
で

、
平

成
か

ら
令

和
へ

の
御

代
替

り
に

あ
た

っ
て

、
こ
う

い
う

こ
と

が
自

覚
で

き
る
よ

う
に

御
神

事
を

や
っ

て
い

く
こ

と
を

目
的

と
し

て
設

立
し
ま

し
た

。
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月

の
光

奉
賛

会
の

名
称

で
、

玉
串
料

を
お

送
り

し
ま

す
。
 

 
み

な
さ

ま
の

地
元

の
神

社
の

宮
司
様

に
対

馬
の

チ
ラ

シ
を

お
渡
し

、
そ

し
て

、
地

元
の

神
社

に
玉

串
料

を
納

め
、

対
馬

に
合
わ

せ
た

御
神

事
を

お
願

い
し
ま

す
。
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■
海

神
神

社
と

和
多

都
美

神
社

■
 

 
海

幸
彦
・
山

幸
彦
で

有
名

な
彦

火
火
出

見
尊

の
時

代
に

、
海
宮

が
あ
っ

た
島

が
対

馬
で
、

現
在

の
海

神
神

社
が

海
宮

の
場

所
で
す

。
山

幸
彦

と
い

わ
れ

た
彦
火

火
出

見
尊

が
、

兄
の

海
幸

彦
の

釣
り

針
を

無
く

し
た

た
め
、
塩
椎

神
の
助

言
で

、海
神

の
宮

殿
に

行
き

ま
し

た
。

そ
し

て
、

海
神

の
宮

殿
で

、
豊

玉
毘
売

命
と

結
婚
し
3
年
を

過
ご
し

た
の

で
す

。
 

 
彦

火
火

出
見

尊
は

兄
の

釣
り

針
を
探

し
て

い
た

こ
と

を
思

い
出
し
、
海
神

に
告

げ
ま

す
。

海
神

が
魚

た
ち

を
集

め
、

釣
針

を
持
っ

て
い

る
者

は
い

な
い

か
と
問

う
と

、
赤

鯛
の

喉
に

引
っ

か
か

っ
て

い
る

と
わ

か
り

ま
し
た

。
 

 
赤

鯛
の

こ
の

功
績

に
よ

り
、
鯛

に
は
「
魚

の
王

様
」
と

い
う

称
号
が

与
え

ら
れ

、「
め
で

た
い

」
の

代
名

詞
と

な
り

ま
し

た
。
 

 
実

は
、

海
に

い
る

「
鯛

」
は

「
國
體

」
を

現
し

て
お

り
、

神
苑
の

池
に

い
る

「
鯉

」
は

人
の

団
体

（「
政
體

」
）
を

現
し

て
い
ま

す
。
 

 
海

幸
彦

・
山

幸
彦

の
物

語
は

、
こ
の

鯛
（

國
體

）
の

管
理

者
が
海

神
で

あ
る

、
と

語
っ

て
い

る
の

で
す

。
つ

ま
り

、
彦

火
火
出

見
尊

の
時

代
以

降
、

皇
統
を

維
持

す
る

に
は

対
馬

の
神

々
の

協
力

が
必

須
に

な
っ

て
い
っ

た
の

で
す

。
 

 
ま

た
、

豆
酘

に
伝

承
さ

れ
て

い
る
「

天
童

」
は

、
地

球
の

大
天

変
地

異
が

あ
っ

た
時

代
、

伊
勢
の

天
照

大
御

神
さ

ま
を

陰
な

が
ら

サ
ポ

ー
ト

す
る

た
め

に
龍
良

山
（

た
つ

ら
さ

ん
）

に
降

臨
さ

れ
た

天
照

皇
大

御
神

さ
ま
の

御
姿

で
す

。
 

 
天

照
皇

大
御

神
さ

ま
は

、
神

様
と
し

て
降

臨
さ

れ
た

の
で

は
な

く
、
「
童

（
男

の
子

の
わ
ら

べ
）」

と
し

て
降

臨
さ

れ
て

い
る

の
で

、
特

別
に

対
馬

で
は

「
天
童

」
と

尊
称

し
て

き
ま

し
た

。
 

 
度

重
な

る
変

転
に

よ
っ

て
、
現

在
で

は
、「

天
童

」
と
「
天

道
」

が
混

同
、

習
合

し
由

来
が

失
わ
れ

て
い

ま
す

。
 

 

 
平

成
か

ら
令

和
へ

の
御

代
替

り
に
当

た
っ

て
、

遠
い

神
代

の
昔
か

ら
古

代
、

近
現

代
史

に
お

い
て

対
馬

の
果

た
し

た
役

割
に
思

い
を

馳
せ

、
満

月
の

日
か
、

そ
の

前
後

に
祈

り
を

捧
げ

た
い

と
思

い
ま

す
。
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＜
 

月
の

光
奉

賛
会

 
代

表
 

成
田
亨

 
＞
 

〒
1
7
7
-0
0
3
3
 
東

京
都

練
馬
区

高
野
台
1
-2
3
-3
0
 

ガ
ー
デ

ン
コ
ー

ト
高

野
台
8
0
5
 

    
携

帯
携

帯
携

帯
携

帯
    
0
8
0

0
8
0

0
8
0

0
8
0
- ---9
1
7
5

9
1
7
5

9
1
7
5

9
1
7
5
- ---4
6
6
6

4
6
6
6

4
6
6
6

4
6
6
6
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